
 

令和５年度 学校評価シート   青梅市立吹上中学校 

 

「評価」は「本年度の重点」や「具体的な方策」について 

                                              A：達成できた        B：ほぼ達成できた 

                                              C：あまり達成できなかった  D：達成できなかった 

項
目 

経営 
目標 

本年度の 
重点 

具体的な方策 
評 
価 

分析結果 改善策 

学校関係者 
評価記入欄 学校の見解と今後

の方向性 
評価 コメント 

確
か
な
学
力
の
向
上 

基礎
的・基
本的な
学習内
容の定
着と発
展的な
学習の
充実 

個に応じた学
習指導の充実
に向け、きめ
細かい指導を
徹底し、指導
方法の工夫と
改善を図る。 

①生徒のよい点や可能性
を見つけ、伸ばす指導の
工夫を行う。 
 
 
 
 
 
 
 

B 

机間巡視など
しっかり生徒
把握をし、必
要に応じて声
を掛けるなど
して支援し
た。 

ICT機器の活
用を通して、
個に応じた指
導を進めてい
く。 

B 

･(①について)第 42回体育大会「パワー
～団結こそ最大の力～」を全部拝見しま
した。生徒が自信を持って活動し吹中に
所属しているという意識を強く感じまし
た。この根元には先生方が生徒のよさ、
可能性を伸ばされているからと思いまし
た。 
･(➁について)9月の道徳地区公開講座で
授業を拝見させていただきました。各先
生方が「めあて」「課題」「まとめ」「振り
返り」を大切にしていることがよくわか
ります。この４つの取組みに生徒同士の
かかわりが多くなるとよいと思います 
･(③について)３組の授業では生徒同士で
オペの順番でそれぞれの生徒の価値観で
意見を出し合っていてすばらしかったで
す。全体としては生徒が遠慮している様
子が感じられました。自分の受けとめを
他者の中で生かす努力が大切です。 

･(➃について)9月の道徳地区公開講座で
3学年の授業で自分の考えを ICTで表し
全体で確認できる様子を拝見しました。
自分の考えを表現するための方法でよい
と思います。佐藤副校長先生の学運協で
の話で生徒が自己管理して学習に生かし
ていることすばらしいです。 
･(全項目について)学習面については外部
からの把握は難しい。実際に学習指導を
されている先生方の分析結果を見ると、

･体育大会や特
別の教科道徳
について評価
していただき
ました。 
･これからの授
業は「教師が
教える」だけ
ではなく、生
徒が自ら見通
しを立て、他
者と協議しな
がら調べ、考
え、自分なり
の答えを導き
出すような主
体的な学びが
求められてい
ます。これか
らの教員には
それに合わせ
た授業デザイ
ンが求められ
ると言われて
います。これ
からも研修の
機会を設けな
がらｽｷﾙｱｯﾌﾟを
図っていきま

②めあて、課題、まと
め、振り返りを適切に設
定した授業を行い、生徒
の主体的な学びを促す。 
 
 
 
 
 
 

B 

概ね取り組め
たが、振り返
りの時間を取
れないことが
課題となっ
た。 

ICT機器を用
いた生徒によ
る自己評価
（振り返り）
の仕組みを作
る。 

B 

➂生徒が自分の考えを表
現したり、他と比べたり
しながら、自分の考えを
再構築する場面を設定す
る。 
 
 
 
 

B 

概ね取り組ん
でいるが、自
己表現の苦手
な生徒や思考
の再構築につ
いての指導は
課題となっ
た。 

個に応じた指
導を充実させ
るとともに、
多くの教科で
情報を共有し
指導につなげ
る。 

B 

＜学校経営方針の重点＞ 

１ 確かな学力の向上（知）    ２ 豊かな心の育成（徳） 

３ 健やかな体の育成（体）    ４ 地域に根ざした学校づくりの推進 

 



 

➃基礎的・基本的内容を
繰り返し行い、粘り強く
学習する態度を育むた
め、ICT機器を活用した
り、課題設定を工夫な
ど、主体的に学習する意
欲を育む。 
 
 
 

B 

ICT機器を活
用する機会は
増やしてい
る。今後も教
員のスキルア
ップは必要で
ある。 

研修機会を増
やすととも
に、教員間で
情報を共有
し、スキルア
ップを図る。 

A 

各項目ともに「B」評価となっており、
「ほぼ達成できた」との結果が見て取れ
る。また、それぞれの項目の改善策もし
っかりと立てられているので、更なる改
善を期待しつつ、この 4項目を妥当なも
のと評価したい。 

す。 

豊
か
な
心
の
育
成 

互いの
人格を
尊重し
た人権
教育を
推進
し、生
徒の社
会性を
育む 

いのちを大切
にする心の教
育を推進し、
いじめの根絶
を目指して、
思いやり、認
め合い、支え
合う指導を充
実させる。 

⑤「特別の教科 道徳」
の指導に向け、広い視野
から現在の課題をとらえ
指導につなげることで、
「こころの教育」を充実
させる。 
 
 
 
 

B 

命の大切さ、
いじめ防止な
ど、昨今の教
育課題を意識
し、指導につ
なげた。 

今後も指導計
画に沿った授
業を進めると
ともに、その
時の課題に沿
った指導を行
う。 

A 

･(⑤について)超高齢化で共に生きる「ば
あば」命の価値「オペの順番」「いのちの
値段」「お父さんがつぼに入ってしまっ
た」「あの日……」等現在の課題を広い視
野でとらえる指導がなされている。 

･(⑥について)11月の第 3回学運協で佐
藤副校長先生からいじめのアンケートを
行ったところ 4件の申し出があり、事実
確認を行いいじめの早期発見、解決、対
応を行ったとのこと、ありがたく、これ
からもよろしくお願いいたします。いじ
め問題対策委員会での情報共有もよろし
くお願いします。 
･(⑥について)思春期の生徒の集団生活に
おける人権教育はとても大切である。い
じめのアンケートを活用し、生徒の悩み
や心配ごと、いじめの実態などを把握
し、いじめの未然防止や早期発見を行う
ことは重要である。生徒の性格は十人十
色。生徒が先生方を信頼し、何でも相談
できる環境を整え、生徒と真剣に向き合
って下さることを願います。 

･(⑦について)私は根ヶ布２丁目地区で
「朝の見守り」をしていますが、いつも
あいさつ礼儀がよい生徒とかかわれてあ
りがたいです。学校を訪問した時も同様
に感じています。 
･(⑦について)昨年に比べると朝のあいさ
つがない子が多く見られた 
･(⑦について)吹上中の生徒さんは外部の

･高い評価をいた

だき、吹上中学

校の生徒一人一

人の健全育成が

進んでいること

を感じました。

これからも特別

の教科道徳をは

じめあらゆる教

育活動を通して

豊かな心の育成

を図っていきま

す。 

･いじめ問題につ

いては根絶を目

指すもののその

難しさを感じて

います。早期発

見、早期対応を

するために教職

員一丸となって

取り組んでいき

ます。 

･挨拶は社会に出

た時の基本中の

基本です。これ

からも生徒とと

もに取り組んで

いきます。 

･感染症予防の知

⑥学校いじめ防止基本法
に則り、いじめアンケー
トを活用し、いじめの未
然防止・早期発見・解決を
図る。 
 
 
 
 
 

B 

未然防止や早
期対応に向
け、情報共有
を進め全校体
制で取り組む
ことが対応で
きた。 

日頃より生徒
が相談しやす
い環境を築
き、早期対応
を図る。 

A 

⑦規範意識の醸成、あい
さつの励行、礼儀作法の
徹底を図り、生徒の社会
性を育む。 
 
 
 
 
 
 

B 

挨拶をしっか
りできる生徒
は多い。非を
認めない生徒
の指導に苦慮
することがあ
る。 

多くの教員が
声を掛けるな
ど、人間関係
を育みながら
指導に当たっ
ていく。 

A 



 

⑧感染症に対する正しい
知識を学び、落ち着いた
生活を取り戻す。過剰に
反応することなく、自他
を思いやり、互いに支え
合う心を育む。 
 
 
 
 

B 

感染症への過
剰な反応はな
く、落ち着い
た学校生活を
送ることがで
きた。 

多くの情報に
惑わされるこ
となく、感染
症の知識を増
やしていく。 

A 

人間が学校訪問をした際や、外でもいつ
も気持ち良い挨拶をしてくださるので
「A」の評価が妥当。 
･(⑧について)佐藤副校長先生の感染症の
状況がかわっても生徒が正しく対応され
ている話をなさっていて、ありがたいと
思いました。 
･(⑧について)多くの生徒がマスクを着用
して通学をしていたと思います。 
･(⑧について)感染症の項目についても過
剰な反応はなく落ち着いた学校生活を送
れたとのことなので「A」評価が妥当。 
 
 

識は生徒一人一

人身についてい

ます。これから

も適切に対応で

きるよう取り組

んでいきます。 

健
や
か
な
体
の
育
成 

心身と
もに健
康でた
くまし
い生徒
の育成 

心と体の健康
を増進させる
とともに、生
徒の居場所づ
くり、きずな
づくりを推進
し、不登校の
未然防止を図
る。 

⑨体力テストの結果を分
析し、体力向上に向けた
教育環境を整える。 
 
 
 
 
 
 

B 

概ね取り組め
ているが分析
内容の共有に
課題が残っ
た。 

保健体育科を
中心に、体育
的行事なども
生かすなど環
境整備を進め
る。 

B 

･(➉について)第 42回体育大会「パワー
～団結こそ最大の力～」を生徒会活動の
自主性、生徒の自主性が吹中体育大会を
創造的なものにしました。 
･(➉について)思い出をつくれる行事が戻
ってきて良かったと思います。 
･(➉について)家庭において子どもの声を
傾聴し、先生方の意図について様々な見
方、考え方ができるのでは、という話を
何度かしました。継続的に双方向のコミ
ュニケーションをして頂くことを期待し
ます。 
･(⑪について)学運協で吹中の先生方が各
機関と熱心に不登校対応をしていること
はありがたくお聞きしました。不登校は
心のことですから、学校精神科医、スク
ールカウンセラー等専門の知見を得て支
援をすることも求められます。 
･(全項目について)外部からの把握が難し
いので指導されている先生方の「B」評価
「ほぼ達成できた」を分析結果のコメン
トを理解したうえで支持したい。 

･体育大会では実

行委員を中心に

生徒自ら運営す

ることで生徒の

力を伸ばすこと

につなげまし

た。またこれら

の活動が生徒の

自己肯定感の向

上にもつながっ

たと思います。 

･不登校対応も

様々な手立てを

駆使し改善する

よう取り組んで

いきます。 

➉生徒会活動や行事を通
して、生徒の主体的な活
動や生徒の居場所づく
り、きずなづくりを推進
する。 
 
 
 
 

B 

生徒会、委員
会活動をしっ
かりと行って
いる。 

生徒の責任感
を培うため、
生徒に任せる
場面を増やし
ていく。 B 

⑪生徒に寄り添う指導を
継続しながら外部機関と
連携し、不登校生徒と家
庭の支援を組織的に行
う。 
 
 
 
 

B 

概ね対応でき
ている。必要
に応じて外部
機関との連携
も進めた。 

情報を共有
し、多くの教
員が関われる
よう環境を整
える。 B 



 

地
域
に
根
ざ
し
た
学
校
づ
く
り
の
推
進 

地域に
根ざ
し、地
域から
信頼さ
れる学
校の推
進 

学校を地域に
開き、地域の
人材を活用し
ながら教育活
動の充実を図
る。 

⑫学校公開や学校だよ
り、学級だより・ＨＰ等
で教育活動の様子を積極
的に公開し、地域の関心
を高める。 

B 

今年度の学校
公開は主に保
護者に限定し
ている。また
学校だより等
で情報発信に
努めた。 

少しずつ公開
の範囲を広げ
学校の様子を
参観してもら
う機会を増や
す。 

B 

･(⑫について)平岡校長先生の学校だより
により、吹中の方向性がよくわかりま
す。ありがとうございます。また「本物
にふれる会」「道徳地区公開講座 いのち
の授業～がんを通して」等今日的課題を
学ぶ生徒の姿を理解できてありがたかっ
たです。 
･(⑫について)ホームページは毎年見直し
て、常に新しい情報の更新を心がけてほ
しい。 
･(⑫について)修学旅行風景のメール配信
が昨年度より少なく残念でした。保護者
としては職務に支障のない範囲での配信
を希望します。 
･(⑫について)学校だよりを毎月楽しく拝
見しています。ありがとうございます。 
 
 

･地域、保護者の

皆様へのへの情

報発信の方法に

は課題を感じて

います。ホーム

ページをうまく

活用しながら進

めていきます。

またそのためのｽ

ｷﾙｱｯﾌﾟを図って

いきます。 

･地域力を生かし

た学びの場は大

切です。そうい

う意味でも第八
支会と連携し
た青梅学につ
いては大切な
学びの機会と
とらえていま
す。今後も
様々なな機会
を通して地域
の皆様と取り
組んでいきま
す。 
 

⑬地域とともに、安心安
全な学校づくりを推進す
るために、学校での教育
活動についての情報を地
域に周知し協力を仰ぐと
ともに、交通安全教室や
青梅学、金融教育等、地域
人材を活用して、特色あ
る教育活動を推進する。 

B 

地域の協力で
落ち葉掃きや
交通安全、金
融教育（含む
青梅学）など
特色ある教育
活動を進めた
。 

今後も地域の
方の協力を得
ながら、教育
活動を進めて
いく。 

A 

･(⑬について)地域の力を活用していただ
いていますことに感謝しています。第八
支会「子どもたちに地域の歴史と文化を
伝える会」の青梅学の選定に感謝しま
す。また交通安全（自転車）に尽力され
ている取組みに感謝しています。 
･(⑬について)「落ち葉掃き」伝統行事と
して、地域の協力とともに何十年も定着
していることは素晴らしいです。一方で
気になった行事がありました。令和 5年
11月 10日(金)に開催された「薬物乱用
防止教室」に参加させていただきました
が、開始 5分前になっても会場準備が整
わず 15分遅れになった事は残念でし
た。教室の内容はとても良かったので、
外部の人間にも案内しているからには、
もう少しきちんと対応していただきたか
ったです。更に後ろでいびきをかいて寝
ていた先生がいたことは驚きでした。今
後はこの様なことがないようにしてくだ
さい。 
 
 



 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

評価について 
A : Aの評価者が 80%以上で C以下の評価者が 0名の場合は「A」 

 ⇒ C以下の評価者がいた場合は「B」 
Aの評価者が 70％以上 80%未満だが一番多い。かつ A、B合計の評価者が 90％を超え、C以下の評価者が 0名の場合は「A」 

 ⇒ C以下の評価者がいた場合は「B」 
B : Bの評価者が一番多い。かつ A、Bの評価者が６0％を超えている場合は「B」 
 ⇒ ６0％を超えていない。かつ C以下の合計が Bの値を超えた場合は「C」 

C : Cの評価者が一番多い場合は「C」 
D : Dの評価者が一番多い場合は「D」 

そ
の
他
の
重
点 

特別支
援教育
の推進 

⑭生徒一人一
人の特性を理
解した指導を
行う。 

･教育相談活動を充実さ
せるとともに、生徒の特
性等について共通理解を
図る。 
･ＳＣや外部機関と連携
し、課題解決を図る。 
･特性に応じた指導方法
について研修を行い、生
徒指導に生かす。 

B 

特別に支援の
必要な生徒は
多く、課題も
多岐にわたっ
ている。その
中、相談活動
の充実に努め
た。 

特別に支援の
必要な生徒の
指導に向け、
研修の機会を
設け知識を深
めることで、
さらに充実さ
せていく。 

A 

･(⑭について)道徳地区公開講座で 3組の
授業を拝見させていただきましたが、一
人一人の特性を生かした指導を関連の先
生方が努力されている姿に心打たれまし
た。これからも学校全体でこの努力を生
かして下さい。 
･(⑭について)特別に支援の必要な生徒さ
んお指導は課題が多く専門的な知識も必
要とされると思いますが、生徒さん一人
一人の特性を理解し「学校が好き」と思
ってもらえたらよいですね。 
 
 

･これかの学校に

おいてはｲﾝｸﾙｰｼ

ﾌﾞ教育が求めら

れてきます。そ

のためのスキル

が教員にも求め

られてきます。

日頃の教育活動

をはじめ研修の

機会を増やした

いと思っていま

す。 

･現在校務改善に

向け取り組んで

います。今後地

域委託などの部

活動改革をはじ

め、学校も変化

してまいりま

す。地域、保護

者の皆様にもご

理解いただける

よう丁寧に進め

ていきます。 

学校に
おける
働き方
改革の
推進 

⑮校務改善を
図り、生徒と
向き合う時間
を確保し、教
員のライフワ
ークバランス
を整える。 

･校務支援システム等を
活用し、校務改善を図る 
･ＳＳＳ等の支援員を活
用し、生徒と向き合う時
間を確保する。 
･校務を整理し、在校時間
を適正にする意識を高め
るとともに、定時退勤推
奨日を積極的に活用す
る。 
 

B 

概ね取り組め
ているものの
業務量の改善
にはなお課題
がある。 
 

さらに校務を
整理するとと
もに、ICT機
器やSSSの活
用を進め、生
徒と向き合う
時間を増やし
ていく。 B 

･(⑮について)校務改善に努力されている
話を学運協で平岡校長先生、佐藤副校長先
生からうかがっています。校務改善には課
題が多々あると思いますが、これからもご
尽力下さい。 
･(⑮について)先生方は常に生徒さんと向
き合い指導されていると思います。ありが
とうございます。「業務量の改善にはなお
課題がある」という点が気になります。先
生方も一人の労働者であるという視点で
捉えると、ライフワークバランスを整える
ことは大切であり、更なる改善が必要と思
われます。 
 
 


